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した 8秒間の積分値)， 2 )中切歯部における垂直的顎偏位量を約 5 酬に規定したタッピング運動時の筋活
動量(開始より第 6 から第 1 5 ストロークまでの積分値)， 3) 最大股みしめ時の筋活動量(開始より 1
秒後から 3 秒間の積分値)を用いた。
実験 I として，顎機能障害の既往歴がなく，第三大白歯以外の歯の欠損ならびに校頭を含む修復物のな






実験E として，実験 I の被験者の中から 1 7 名を無作為に選択し，バイトプレーンの校合挙上量の違い
(2.5 mm , 5 肌 7.5 棚)が各筋、活動量に及ぼす影響について検討を行った。まず，側頭筋において，安
静時では，挙上量による一定の傾向がみられなかったが，タッピング運動時では， 2.5 棚と 5 棚の方が
7.5 棚より有意に低く，最大股みしめ時では， 5 仰と 7.5 酬の方が 2.5 棚より有意に低い値を示した。一
方，校筋では，各被験項目において，挙上量による一定の傾向はみられなかった。また，顎二腹筋では，
タッピング運動時にバイトプレーンの挙上量が小さいほど有意に低い値を示した。






実験冒として，実験 I の 3 0 名を被験者として，坐位と仰臥位の各体位で調整したバイトプレーンの装
着前後における各体位の筋活動量を記録し，その体位聞の差について比較検討した。まず，安静時におい
て，側頭筋，顎二腹筋では，バイトプレーン非装着時，装着時ともに仰臥位の方が坐位より低くなり，ま
た側頭筋では，いずれの体位においてもバイトプレーンの装着によって，有意な減少が認められた。一方，
タッピング運動時では，バイトプレーン非装着時において，岐筋では仰臥位の方が，顎二腹筋では坐位の
方がともに有意に高い値を示した。さらに，乙の坐位から仰臥位への体位変化に伴う，乙れら校筋と顎二
腹筋の筋活動量の変化率と前後的顎偏位量の変化率との聞には有意な相関が認められた。しかし，各体位
で調整したバイトプレーンの装着時では，体位による差は認められなかった。
以上を要約すると，全歯列接触型バイトプレーンの装着によって，主lと側頭筋の活動は減少した。また，
校合挙上量について，側頭筋の活動を減少させるためには， 5 棚の挙上が効果的であり，顎二腹筋におい
ては挙上量が小さいほどタッピング運動時の筋活動は低くなった。さらに，校合接触部位については，前
歯部の接触が特iζ唆みしめ時の閉口筋活動を低下させる効果を有することが示された。一方，体位の違い
による校筋と顎二腹筋の筋活動の差は，タッピング運動時の前後的顎偏位量の差と密接な関係があり，各
体位で均等な接触を付与する乙とによってその差は認められなくなった。
乙れらの結果より，バイトプレーンの製作，調整に際して，特に校合挙上量と校合接触部位によって，
各阻E爵筋の筋活動量をある程度コントロールできる可能性が示された。また，坐位と仰臥位の各体位聞に
おいて，タッピング運動時に生じる前後的顎偏位量の差が大きい症例では，実際lζバイトプレーンを装着
する際の体位を考慮し，その体位に合せて調整を行う必要性が示唆された。
??? ?向。
論文の審査結果の要旨
本研究は，顎関節症患者に対する診査，診断および治療に際して，広く用いられているバイトプレーン
について，その装着が岨E爵筋活動に及ぼす影響，さらにその製作，調整時において特に重要な要素である
唆合挙上量，校合接触部位ならびに被験者の体位が，喧日爵筋活動にいかなる影響を及ぼすかを筋電図学的
に検討したものである。
その結果，バイトプレーンの校合挙上量，校合接触部位を変化させる乙とによって岨鴫筋活動をコント
ロールできる乙とが示された。また，バイトプレーンの調整時には，その装着時の体位において均等な接
触を与える必要性が明らかとなった。
吉田実君の研究は，顎関節症患者の筋電図および顎運動の診査に基づいたバイトプレーンの製作，調整
法を体系化する一助となり得るものであり，歯学博士の学位を得るに十分価値ある業績であると認める。
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